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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多次元のデータセットにオブジェクトをマッピングする方法であり、
－多次元の図形オブジェクトを用いて前記多次元のデータセットのセグメント化を行うス
テップ、
－画像内に規定される様々な幾何学テンプレートの詳細な記述を提供し、画像のジオメト
リ内で前記幾何学テンプレートを構造的に相互に関係付けることによって前記幾何学テン
プレートの構造的な処理を提供する幾何学リレーショナルアプリケーションフレームワー
クマクロであって、前記幾何学テンプレートの間におけるある所定の幾何学的整合性を維
持する幾何学リレーショナルアプリケーションフレームワークマクロを用いて、一組の前
記幾何学テンプレートの間における一組の幾何学的関係を規定するステップ、及び
－前記多次元の図形オブジェクトを前記幾何学テンプレートと関連付けるステップ
を有する方法。
【請求項２】
　前記方法はさらに、
－前記多次元の図形オブジェクトの更新を前記幾何学テンプレートの更新と相関付けるス
テップ
をさらに有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記幾何学リレーショナルアプリケーションフレームワークマクロは、関連する前記多
次元の図形オブジェクトに制約を規定するように構成される請求項１又は２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記多次元の図形オブジェクト各々に対し、
－構成要素モデルを組み立てるステップであり、前記構成要素モデル各々は、前記データ
セットにおける関心領域を描写する構成要素構造物をセグメント化するために指定される
ステップ、
－前記多次元の図形オブジェクトに組み込まれる又は関連付けられる少なくとも２つの前
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記構成要素構造物を決めることにより、前記多次元の図形データセットをセグメント化す
るための複合モデルを組み立てるステップ、及び
－前記夫々の決められた構成要素構造物に対応する夫々の前記構成要素モデルに基づいて
前記複合モデルを形成するステップであり、前記複合モデルは前記構成要素モデルを制御
することにより、前記多次元のデータセットをセグメント化するように動作するステップ
をさらに有する請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記多次元の図形オブジェクトと前記関連する図形テンプレートとの間の関係を規定す
るためのインタフェースが選択される請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか一項に記載の方法をプロセッサに実行させるためのコンピュー
タプログラム。
【請求項７】
　多次元のデータセットにオブジェクトのマッピングを可能にする装置において、
－前記多次元のデータセットを読み込むための入力手段、
－多次元の図形オブジェクトを用いて前記多次元のデータセットのセグメント化を実行す
るための処理手段、
－画像内に規定される様々な幾何学テンプレートの詳細な記述を提供し、画像のジオメト
リ内で前記幾何学テンプレートを構造的に相互に関係付けることによって前記幾何学テン
プレートの構造的な処理を提供する幾何学リレーショナルアプリケーションフレームワー
クマクロであって、前記幾何学テンプレートの間におけるある所定の幾何学的整合性を維
持する幾何学リレーショナルアプリケーションフレームワークマクロを用いて、一組の幾
何学テンプレートの間における一組の幾何学的関係を規定するように構成される計算手段
、及び
－前記多次元の図形オブジェクトを前記幾何学テンプレートと関連付ける手段
を有する装置。
【請求項８】
　前記関連付ける手段は、
－前記多次元の図形オブジェクト各々に対し構成要素モデルを組み立て、前記データセッ
トにおける関心領域を描写する夫々の所定の構成要素構造物をセグメント化するために各
前記構成要素モデルが指定され、
－前記多次元の図形オブジェクトに組み込まれる又は関連付けられる少なくとも２つの前
記構成要素構造物を決めることにより、前記多次元の図形データセットをセグメント化す
るための複合モデルを組み立て、及び
－前記夫々決められた構成要素構造物に対応する夫々の前記構成要素モデルに基づいて前
記複合モデルを形成し、前記複合モデルは前記構成要素モデルを制御することにより、前
記多次元のデータセットをセグメント化するように動作する
ように構成される請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　マッピングされた前記多次元のデータセットを映像化するために構成される画像分析シ
ステムにおいて、
－請求項７又は８に記載の前記装置、及び
－前記幾何学テンプレートに関連付けされる前記多次元の図形オブジェクトを映像化する
ように構成されるビューイング手段
を有するシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の画像分析システムに結合される前記多次元のデータセットを取得する
ために構成されるデータ取得ユニットを有するイメージングシステム。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】多次元のデータセットにオブジェクトをマッピングする方法、コンピュー
タプログラム、装置、画像分析システム及びイメージングシステム
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多次元のデータセットにオブジェクトをマッピングする方法に関し、この方
法は、多次元の図形オブジェクトを用いて前記多次元のデータセットのセグメント化（領
域抽出（組織分類））を実行するステップを有する。
【０００２】
　本発明はさらにコンピュータプログラムにも関する。
【０００３】
　本発明はさらに、多次元のデータセットにオブジェクトをマッピングすることを可能に
する装置にも関し、この装置は、
－前記多次元のデータセットを読み込む入力手段、及び
－多次元の図形オブジェクトを用いて前記多次元のデータセットのセグメント化を実行す
る処理手段
を有する。
【０００４】
　本発明はさらに、多次元のデータセットをマッピングするように配される画像分析シス
テムにも関する。
【０００５】
　本発明はさらに、イメージングシステムにも関する。
【背景技術】
【０００６】
　冒頭の段落に述べたような方法の実施例は、米国特許公報US 5,559,901から既知である
。この既知の方法は、変形可能な二次元又は三次元の図形オブジェクトを使用し、これら
オブジェクトは多次元の画像データ内に置かれ、その後所定の基準に従ってその形状及び
位置を自動的に最適化する。例えば、解剖学的構造の境界がボクセル値の傾斜により特徴
付けられる場合、最大の傾斜位置を辿って多次元の図形オブジェクトを再び作り直すこと
がこの解剖学的構造の形状のモデルとなる。図１は、簡単な形状２から始まり、多次元の
データセット内においてオブジェクト１を表す最終的な形状３となるまで、傾斜路を辿り
自動的に変形させる既知の変形可能な二次元のオブジェクトの実施例を示す。図２は、簡
単な形状２から始まり、多次元のデータセット内においてオブジェクト１を表す最終的な
形状３となるまで、傾斜路を辿り自動的に２'、２"を変形させる既知の変形可能な三次元
のオブジェクトの実施例を示す。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　既知の方法の欠点は、既知のセグメント化（セグメンテーション）が単に前記構造物の
コンター(contour)又は形状に対するモデルを提供するだけである。セグメント化された
構造物の幾何学的特徴に関心がある場合、追加のデータ処理ステップが必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の目的は、多次元のデータセットにオブジェクトをマッピングする方法を提供す
ることであり、セグメント化された構造物の幾何学的特徴に関する情報は、前記多次元の
データセットから自動的に抽出可能である。
【０００９】
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　本目的のために、本発明による方法は、
－幾何学リレーショナルアプリケーションフレームワークマクロを用いて、一組の幾何学
テンプレートの間における一組の幾何学的関係を規定するステップ、及び
－多次元の図形オブジェクトを前記幾何学テンプレートと関連付けるステップ
を有する。
【００１０】
　本発明の技術的手段は、多次元の図形オブジェクトを図形アプリケーションのフレーム
ワークと関連付けることにより、正確に位置特定され、配向され及び大きさが調整された
多次元の図形オブジェクトは図形テンプレートに合わせられ、これにより図形アプリケー
ションのフレームワークマクロにより動作可能でもある洞察に基づく。この特性は、多次
元のデータセットの正確なセグメント化だけでなく、幾何学テンプレートに対し規定され
る幾何学アプリケーションのフレームワークマクロを用いて、前記セグメント化された構
造物の幾何学的特徴を自動的に抽出することも保証する。本出願の範囲内において"関連
付け"という用語は、多次元の図形オブジェクトの夫々の空間座標と、図形テンプレート
の空間座標との間における如何なるリンクでもあると理解されなければならない。これら
空間座標は、厳密なユークリッド(Euclidian)座標、極座標又は如何なる適切な座標系内
の座標とすることができることに注意しなければならない。その上、多次元の図形オブジ
ェクトの空間座標が関連するテンプレートの座標に又はその逆に機能的に関連付けられる
ことができる。多次元の図形オブジェクトを生じさせるセグメント化ステップが達成した
後であり、幾何学テンプレートが選択された後、夫々の空間座標は適当なルックアップテ
ーブルに記憶され、多次元の図形オブジェクト又は前記幾何学テンプレートの一方が多次
元のデータセット内に再び位置特定されるイベントが起こる際に、適切な再構成手段によ
りアドレッシングされる。代わりに、機能的な関連が用いられる場合、前記適切な再構成
手段は新しい空間座標の計算を実行し、他の関連する項目が再び位置特定される場合、関
連する項目の実行中の空間座標を更新する。
【００１１】
　幾何学アプリケーションのフレームワークマクロを用いた画像処理の実施例は、本出願
人に付与されている国際出願公開番号WO/0063844から既知である。この幾何学アプリケー
ションのフレームワークマクロは、画像内に規定される様々な幾何学テンプレートの詳細
な記述を提供し、特に画像のジオメトリ（幾何学的形状）内で前記テンプレートを構造的
に相互に関係付け、それによって、テンプレート間におけるある所定の幾何学的整合性が
維持されるように、様々な幾何学テンプレートの構造的な処理を提供するように構成され
ている。この幾何学アプリケーションのフレームワークマクロはさらに、解剖学的構造物
が適当なランドマークを備えている場合、この構造物の幾何学的特性の分析及び／又は測
定を可能にする。円、線分、球体等のような所定の幾何学テンプレート間に起こり得る多
様な幾何学的関係が可能であり、幾何学アプリケーションのフレームワークマクロ内に規
定される。幾何学テンプレートは、ランドマーク、すなわち幾何学テンプレートと関連付
けられた一組のランドマークを用いて、幾何学アプリケーションのフレームワークマクロ
により動作可能である。図３は、幾何学テンプレート４、５ａ、５ｂ、６間に幾何学的関
係を規定するように配される幾何学アプリケーションのフレームワークマクロにより制御
可能である既知の幾何学テンプレートの実施例を示す。既知の図形アプリケーションのフ
レームワークマクロはさらに、一度何れかの幾何学テンプレートが再び位置特定されると
、規定される幾何学的関係を維持するように配される。夫々の幾何学テンプレートは、夫
々の関連するランドマーク７ａ、７ｂ、７ｅ、７ｆを用いて規定される。これらランドマ
ークに次いで、ランドマーク７ｃ及び７ｄが、幾何学リレーショナルアプリケーションフ
レームワークマクロにより設定される。
【００１２】
　この幾何学リレーショナルアプリケーションフレームワークマクロは、３次元の幾何学
テンプレート（図示せず）を動作させるように配されることもできる。この既知の幾何学
アプリケーションのフレームワークマクロは、幾何学テンプレートと関連付けたランドマ
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ークが手動で変更しなければならない欠点を持ち、これは主観的な復元不可能な結果とな
る。例えば図３において、大腿骨頭を示すランドマーク７ａ及び７ｂは手動で位置特定さ
れる。
【００１３】
　本発明の技術的手法は、多次元の図形オブジェクトと、図形リレーショナルアプリケー
ションのマクロとの間に相乗効果を有し、それが多次元のデータセットに画像をマッピン
グする全自動の方法を供給するだけでなく、高い信頼性の記述及び測定工具も提供する。
【００１４】
　前記方法の実施例において、この方法は、
－多次元の図形オブジェクトの更新を幾何学テンプレートの更新と相関付けさせるステッ
プ
を有する。
【００１５】
　この技術的手法の結果として、幾何学テンプレートが移動したときの多次元の図形オブ
ジェクトの更新は手動で更新を行う。多次元の図形オブジェクトが再び規定される場合、
関連する図形テンプレートの位置の自動更新は、手動での適合の必要性を無くす。手動で
の対話が依然として所望される場合、前記図形テンプレートの位置は、手動で適応するた
めの自動的な提案として使用されることができ、これにより対話の労力を減少させる。好
ましくは、幾何学テンプレートの位置は、関連する自動的に位置特定される多次元の図形
オブジェクトから導き出せるように配される。例えば、円である図形テンプレートは、多
次元の図形オブジェクトの経路に合致することができる。同様に、多次元の図形オブジェ
クトは、例えば前記図形テンプレートの経路に沿った不連続な頂点位置を計算する、及び
図形テンプレートの各変更が行われた後、この図形テンプレートの経路に沿った多次元の
図形オブジェクトを再び初期化することにより、幾何学テンプレートから得られる。
【００１６】
　本発明による方法のさらに他の実施例において、幾何学リレーショナルアプリケーショ
ンフレームワークマクロは、関連する多次元の図形オブジェクトに制約を規定するように
配される。
【００１７】
　この技術的特徴は、医療用の多次元のデータセットを処理することを目的とする臨床的
応用に対し、解剖学的構造物を集めた物の相対的な位置及び方位に関する解剖学的知識を
幾何学リレーショナルアプリケーションのマクロに組み込むことが利点であり、これは特
定の臨床的問題を解決する又はデータ分析ステップの特定のシーケンスを実施するように
調整される。図形リレーショナルアプリケーションのマクロは好ましくは、一組の多次元
の図形オブジェクトを初期化するのに使用される。結果生じる画像のマッピングが目標で
あり、これによりユーザとの対話量を減少させる。
【００１８】
　図形リレーショナルアプリケーションのマクロは好ましくは、多次元の図形構造の変形
中に、この構造に制約及び関係を課すように配される。結果として、臨床的な専門技能と
互換性の無い状況は避けられる。その上、多次元の図形オブジェクトの位置は、多次元の
データセットに含まれる情報に関して自動的に最適化され、この最適化は、幾何学テンプ
レートの特徴及びその位置の目標の自動変更にし、これにより必要とされる手動の対話を
さらに減少させる。
【００１９】
　本発明による方法のさらに他の実施例において、前記方法は、
－構成要素モデルを組み立てるステップであり、前記構成要素モデル各々は夫々の既定さ
れた構成要素構造物をセグメント化するように構成されているステップ
－前記多次元の図形オブジェクトに組み込まれる又は関連付けられる少なくとも２つの構
成要素構造物を決めることにより、前記多次元の図形データセットをセグメント化するた
めの複合モデルを組み立てるステップ、及び
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－前記夫々決められた構成要素構造物に対応する夫々の構成要素モデルに基づいて前記複
合モデルを形成するステップであり、前記複合モデルは前記構成要素モデルを制御するこ
とにより、前記多次元の図形データセットをセグメント化するように動作するステップ
をさらに有する。
【００２０】
　この技術手法によれば、複合モデルは構成要素モデルを用いて複合構造物をセグメント
化するように配されるので、各々は多次元のデータセット（例えば二次元画像）において
一番もっともらしい解法を見つけるように配される。各構成要素モデルは、複合構造物に
組み込まれる又は関係付けられる構成要素構造物をセグメント化するように構成される。
前記データセットにおける関心領域又は関心対象物、例えば医療データセット内における
器官の描写は前記構造物を用いて示される。本来、上記構成要素モデルがどのように動作
するかは関係無い。例えば、前記解法又はそれらの組み合わせの可能性に関する画像情報
自身（モデルが画像情報にどの位上手く対応しているか）に基づくことができる。このよ
うな挙動は、モデルのエネルギーを最小にする、すなわち同等には前記解法の可能性を最
大にすることにより表されることができる。構成要素モデルは、そのオブジェクトの先験
的な知識を単独で使用し、他のモデルの使用／援助を受けることなく、夫々の基本構造、
例えば左肺、右肺及び心臓をセグメント化するために開発された基本モデルでもよい。こ
れら基本モデルは、肺及び心臓をセグメント化するための１つの複合モデルに結合されて
もよい。それ自体では、この複合モデルは、３つの基本構造、左肺、右肺及び心臓を含む
又はそれらに関連付けられる複合構造物を識別する。同様に、胸椎をセグメント化するた
めの同じ幾つかの基本モデルが脊椎をセグメント化するための複合モデルに結合されても
よい。本質的に、各基本モデルは何れかの適切なセグメント化技術を用いて、そのために
設計される基本構造をセグメント化する。前記複合モデルは、根本にある基本モデルの何
らかの実施面を知っておく必要はない。本発明のよる方法に如何なる制限も課すことなく
、説明だけを目的として特定の器官を参照することに注意されなければならない。
【００２１】
　本実施例によるモジュラーフレームワークは、別のアプリケーションに対するオブジェ
クトのセグメンタを実行するのに使用することができる。既に展開したセグメンタの再利
用は、最初から再スタートするのではなく、既存の技術で製造することにより、素早い進
行を可能にする。新しく展開したモデルが異なるセグメント化技術に基づいていたとして
も、既存の基本モデルの先行モデルを既に使用した何らかの複合モデルにおいて何ら労力
を要することなく、改良されたモデルが利用されるので、前記フレームワークも上記基本
モデルに改良を促進する。特に、医療撮像において、多くのオブジェクトはかなり複雑で
あるが、見つけるのが単純且つ容易である別々の部位に分離されることができる。さらに
、隣接する構造物及びオブジェクトはしばしば、関心のあるオブジェクト自身よりも見つ
けるのが容易であり、これは、関心のあるオブジェクトを位置特定及びセグメント化する
とき役に立つ。このようにして、高い品質の複合モデルは、既存の通常は単純な基本モデ
ルに基づいて組み立てられることができる。
【００２２】
　本発明による方法のさらに他の実施例において、多次元の図形オブジェクトと、関連す
る図形テンプレートとの間の通信を可能にすると共に、この通信を制御するインタフェー
スが設けられる。
【００２３】
　この技術的手法によれば、構成要素モデルは、前記モデルを制御するためのインタフェ
ースを具備する。これはモデルからなるフレームワークの製造を可能にし、ここで、（複
合構造物をセグメント化するための）高いレベルのモデルは、前記複合構造物における構
成要素構造物に対する構成要素モデルを使用して製造される。好ましくは、一律のインタ
フェースが選択される。このインタフェースは好ましくは、アクティブオブジェクトとリ
レーショナル図形との間の関係を設定及び制御する、例えば関係を規定し、アクティブワ
ールドとリレーショナルワールドとの間の更新計画を制御する特定用途向けの制御器と製



(7) JP 2007-534416 A5 2012.2.16

造するように配される。これに加え、ユーザは前記モデルと対話するために、リレーショ
ナル図形のインタフェースを使用することができる。前記アプリケーションの設計者（及
び任意にユーザ）は、ホビット(Hobbit)インタフェース（以下に記載）が１つの可能な実
施例である、アクティブオブジェクトユーザインタフェースにアクセスすることも可能で
ある。前記モデルの一律のインタフェースは、複合モデルが同じやり方で全構成要素モデ
ルを制御可能にさせ、これにより複合モデルの製造をかなり簡単にする。その上、本来モ
デルに依存していない一律のユーザインタフェースはこれらモデルの内部の働きを隠す。
これは、別のセグメント化技術等を用いて、構成要素モデルを別の実施と、例えば改良し
た性能と簡単に置き換えさせる。
【００２４】
　本発明はさらに、多次元のデータセットにオブジェクトをマッピングすることを可能に
するように構成されるコンピュータプログラムにも関する。
【００２５】
　本発明によるコンピュータプログラムの好ましい実施例において、このコンピュータプ
ログラムは、
－多次元の図形オブジェクトを用いて多次元のデータセットのセグメント化を実行するた
めに構成されるコンピュータコードを動作させ、
－幾何学アプリケーションのフレームワークマクロを用いて、一組の幾何学テンプレート
の間における一組の幾何学的関係を規定し、及び
－前記多次元の図形オブジェクトを前記幾何学テンプレートと関連付ける
ように構成される。
【００２６】
　前記コンピュータプログラムの規定される動作の各々は、別々に実行可能なサブルーチ
ンにおいて達成されてもよく、このコンピュータプログラムは適当なやり方で前記サブル
ーチンを実行するように構成されていることに注意すべきである。代わりに、本発明によ
るコンピュータプログラムは、その目的を実施するために、必要な命令全てをそれ自身で
有してもよい。当業者は、コンピュータプログラムが物理的に実現されるやり方に対し多
くの改良が可能であることを分かっている。本発明の範囲内にある全ての改良が考慮され
ることに注意されたい。
【００２７】
　本発明はさらに、多次元のデータセットにオブジェクトをマッピングすることを可能に
する装置も関する。前記装置は、
－多次元のデータセットを読み込むための入力手段、
－多次元の図形オブジェクトを用いて前記多次元のデータセットのセグメント化を実行す
るための処理手段、
－幾何学リレーショナルアプリケーションフレームワークマクロを用いて、一組の幾何学
テンプレートの間における一組の幾何学的関係を規定するように構成される計算手段、及
び
－前記多次元の図形オブジェクトを前記幾何学テンプレートと関連付ける手段
を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　本発明のこれら及び他の態様は、図を参照して以下に詳細に説明される。ここで同じ参
照符号は同じ項目を指している。
【００２９】
　図１は、構造物の輪郭を自動的に描くように構成される二次元コンターの実施例１０を
示す。本実施例において、膝の断面である構造物１が示されている。前記二次元コンター
２は、構造物１に関する傾斜情報１'を有する画像の上に位置決めされている。二次元コ
ンター２は、それ自体は知られるやり方でその形状を発展させるように構成されるので、
傾斜情報１'とコンター２との間の一致が達成される。変形可能なオブジェクトを操作す
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るそれ自体は知られた複数の方法が、本目的に応用可能であり、例えばその方法は米国特
許公報US 5,559,901号から知られている。
【００３０】
　図２は、自動的に再形成し、構造物の空間形状を一致させるように構成される三次元の
オブジェクトの実施例１１を示す。本実施例において、円筒の断面は、変形可能な三次元
の図形オブジェクトとして示されている。当然、他の形状も同様に使用されることができ
る。円筒状の三次元の図形オブジェクト２ａは脈管構造の一区間をマッピングするのが好
ましい。脈管構造の様々な部分がこれにより連続してマッピングされることができる。加
えて、この円筒状の三次元の図形オブジェクト２ａは、動脈瘤をマッピングするのにも適
している。通常は、この変形可能な三次元の図形オブジェクト２ａは、一致３'に達する
前に、多数の変形体２ａ'、２ａ"を経る。
【００３１】
　図３は、既知の二次元の図形リレーショナルアプリケーションのマクロ１２の実施例を
示す。このマクロは幾何学テンプレート４、５ａ、５ｂ、６間における幾何学的関係を規
定するように配される。既知の図形アプリケーションのフレームワークマクロはさらに、
一度何らかの幾何学テンプレートが再位置特定されると、規定された幾何学的関係を維持
するように構成される。夫々の幾何学テンプレートは、夫々の関連するランドマーク７ａ
、７ｂ、７ｅ、７ｆを用いて規定される。幾何学アプリケーションのフレームワークマク
ロは、三次元の幾何学テンプレート（図示せず）を動作させるために配されることもでき
る。
【００３２】
　図４は、本発明による幾何学テンプレートに関連付けされる多次元の図形オブジェクト
のアプリケーション２０の第１の実施例を示す。この特定の実施例は、Ｘ線画像に基づく
脚長の差の測定に関係するアプリケーションを説明している。他の如何なる適切なイメー
ジング様式による他の如何なる適切な画像も同様に、本発明を実施するために使用されて
もよい。図形リレーショナルアプリケーションのマクロにより相関付けされる図形テンプ
レートは、対応する大腿骨の先端部分のサイズ及び位置をモデリングする(modeling)ため
に配される２つの円２２ａ、２２ｂと、骨盤の基部を示すために配される線分２６とを有
する。両方の円の中心２１ｃ、２１ｃ'からこの基線までの距離は幾何学リレーショナル
アプリケーションのマクロ構造の一部でもあり、自動的に計算される。それ故に、脚長の
差を表している距離２４ａと２４ｂとの間の差も自動的に高精度で得られる。
【００３３】
　ある要素（円２２ａ又は線分２６）が変更される場合、この変更を反映するために他の
要素全ては自動的に更新される。本発明に従って、多次元の図形オブジェクト２３ａ、２
３ｂ、２５ａ、２５ｂは、夫々の図形テンプレート２２ａ、２２ｂ、２６と関連付けされ
る。これら多次元の図形オブジェクトは、多次元の画像データセットの端部又は他の外観
に沿ってオブジェクト自身を自動的に位置特定するように配される。図形リレーショナル
アプリケーションのマクロにより相関付けされる幾何学テンプレート２２ａ、２２ｂ、２
６と、多次元の図形オブジェクト２３ａ、２３ｂ、２５ａ、２５ｂとの間の関係を特に規
定することにより、これら図形オブジェクトの位置及び次元が多次元の図形オブジェクト
の位置及び次元に再び自動的に適合する。つまり、円２２ａ、２２ｂは閉じたコンター２
３ａ、２３ｂの軌道に最適に嵌合するように位置特定される一方、直線２６は、開いたコ
ンター２５ａ、２５ｂの両方に接するように位置特定される。幾何学テンプレートは結合
され、そして円２２ａ、２２ｂ又は直線２６の適合は、測定距離２４ａ、２４ｂに自動的
に反映される。好ましくは、幾何学オブジェクト間に存在する制約及び関係は、これらオ
ブジェクトの適合を制限するために配され、そして次に多次元の図形オブジェクトの適合
に対する制限へ自動的に変換される。
【００３４】
　図５は、本発明による幾何学テンプレートと関連付けされる多次元の図形オブジェクト
のアプリケーション３０の第２の実施例を示す。図５は大腿骨の自動直径測定を示す。直
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線３２、３４は幾何学テンプレート、つまり大腿骨の軸を形に表す線分３２、直径測定３
５の方向を形に表す第２の垂線３４を示す。この垂線３４は２つの幾何学テンプレート、
すなわち関連する直径測定で２つのポイントオブジェクト３３ａ、３３ｂを含むように構
成され、これら全ては幾何学リレーショナルアプリケーションのマクロ内に規定されてい
る。本発明によれば、多次元の図形オブジェクト３１である開いたコンターは、ポイント
３３ａ、３３ｂと関連付けられている。これらコンターは大腿骨の縁に沿って自動的に自
分自身を位置特定する。幾何学リレーショナルアプリケーションのマクロの幾何学テンプ
レートと、多次元の図形オブジェクト３１との間において特に規定した関係により、これ
ら２つのポイントオブジェクト３３ａ、３３ｂの位置は垂線３４と各々の多次元の図形オ
ブジェクト３１との交点に自動的に適合される。
【００３５】
　ユーザが前記垂線３４を持ち上げ、大腿骨の軸に沿ってこの垂線を移動させる場合、直
径測定３５は垂線３４の新しい位置における現在の大腿骨の直径に依存して適合される。
代替的な実施例では、多次元の図形オブジェクトが図形テンプレートに統合されることが
可能である。この実施例において、例えば正又は負の傾斜（縁）を見つけるために、適切
なアクティブ機能を制御するスイッチを持つアクティブな幾何学リレーショナルアプリケ
ーションのマクロブロックが実施される。このブロックに対する入力は、垂線３４及び多
次元のデータセットである。この垂線が多次元のデータセット内においてその位置を変更
する場合、多次元の図形オブジェクト３１の１回の更新サイクルを実施することにより、
前記ブロックは更新する。
【００３６】
　図６は、本発明による装置の実施例を概略的なやり方で示す。装置４０は、如何なる適
切な形式の多次元のデータセットを入力するための入力部４２を有する。例えば、この装
置４０は多次元のデータセットの取得に関係してもよい。この場合、前記データセットは
アナログ形式で取得され、適切なＡ／Ｄ変換器を用いてさらに処理を行うためのデジタル
形式に変換されてもよい。前記データセットはデジタル形式で、例えばデジタル形式での
直接取得により、又は他のコンピュータ／医療器具により取得した後、コンピュータネッ
トワークを介して入力されてもよい。この装置の中核は、例えば従来のマイクロプロセッ
サ又は信号プロセッサのようなプロセッサ４４、（通常はハードディスクに基づく）バッ
クグラウンド記憶装置４８、及び（通常はＲＡＭに基づく）作業メモリ４６により形成さ
れる。このバックグラウンド記憶装置４８は、処理を行っていない場合、前記データセッ
ト（又はその一部）を記憶するのに使用され、（プロセッサにより実行されていない場合
）図形リレーショナルアプリケーションのマクロ及びモデルの動作を記憶するのに使用さ
れることができる。メインメモリ４６は通例、処理を行っているデータセット（の一部）
と、このデータセットの部分を処理するために使用される図形リレーショナルアプリケー
ションのマクロ及びモデルの命令とを保持している。本発明による装置４０は、幾何学リ
レーショナルアプリケーションフレームワークマクロを用いて、一組の幾何学テンプレー
トの間における一組の幾何学的関係を規定するように構成される計算手段４５、及び前記
多次元の図形オブジェクトをこれら幾何学テンプレートと関連付ける手段４７を有する。
好ましくは、手段４５及び４７は、好ましくは記憶装置４８に記憶されるコンピュータプ
ログラム４３により動作可能である。出力部４９はマッピングの結果を出力するのに使用
される。例えば、プロセッサ４４が記憶装置４８から取得したセグメント化プログラムを
読み込んだ場合、このとき出力は適当な表示手段上に映像で示されるようなセグメント化
した構造でもよい。好ましくはこの出力は、多次元の図形オブジェクトと、図形リレーシ
ョナルアプリケーションのマクロにより相関付けられる幾何学テンプレートとの関連付け
した結果を有する。
【００３７】
　図７は、本発明による画像分析システムの実施例を概略的なやり方で示す。本発明によ
る画像分析システム５０は、幾何学リレーショナルアプリケーションのマクロを用いて相
関付けされる幾何学テンプレートと関連付けした多次元の幾何学オブジェクトを用いて、
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多次元のデータセット５９をマッピングするように構成される装置４０を有する。装置４
０の出力は好ましくは、図形リレーショナルアプリケーションのマクロにより相関付けさ
れる幾何学テンプレートと関連付けした多次元の図形オブジェクトがマッピングされた画
像を有する。装置４０の出力は画像ビューワ５１の入力手段５５に利用可能とする。好ま
しくは、入力手段５５は、幾何学テンプレート５３ｂと関連付けされる多次元の幾何学オ
ブジェクト５３ａを有する画像５３が映像化されるように、ユーザインタフェース５４を
制御するように適合されるプログラム５６を用いて、適当なインタフェースを動作させる
ように構成される適当な処理手段を有する。好ましくは、ユーザの便宜のために、ビュー
ワ５１は高解像度の表示手段５２を具備し、ユーザインタフェースは例えばマウス、キー
ボード又は他の何らかの適当なユーザ入力装置のような適当なユーザインタフェース手段
５７を用いて動作可能である。
【００３８】
　図８は、本発明によるイメージングシステムの実施例を概略的なやり方で示す。イメー
ジングシステム６０は、データ取得ユニット６１と通信可能である画像分析システム５０
を有する。しかしながら、本実施例ではＸ線装置が示されているが、他のデータ取得様式
、例えばＣＴ、磁気共鳴装置又は超音波装置も同様に考えられる。Ｘ線装置は、前記ユニ
ット６１の取得容積Ｖに位置決めされる例えば患者のようなオブジェクトから画像データ
を取得するように構成される。この目的のために、Ｘ線のビーム（図示せず）がＸ線源６
３から放射される。送信される放射線（図示せず）は、適当な検出器６５により記録され
る。斜めからの撮像を可能にするために、Ｘ線源６３及びＸ線検出器６５はスタンド６７
に回転可能な形態で接続されるガントリ６４に搭載されている。
【００３９】
　多次元のデータセットを有する、前記検出器からの信号は、イメージングシステム５０
の適当な入力手段に与えられる。好ましくは、多次元のデータセットは、適当なコンピュ
ータプログラムにより動作可能である装置４０において、幾何学テンプレートと関連付け
される多次元のオブジェクトを用いてマッピングされ、このコンピュータプログラムはこ
のマッピングを実行するように構成される。結果生じる画像は画像分析システム５１に利
用可能とし、この結果生じる画像（図示せず）は、適当な表示手段（図示せず）を用いて
ユーザに映像化する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】構造物の輪郭を自動的に描くように構成される二次元コンターの実施例を示す（
従来技術）。
【図２】構造物の空間形状を調和させるために自動的に再製造するように構成される三次
元オブジェクトの実施例を示す（従来技術）。
【図３】二次元の図形リレーショナルアプリケーションのマクロの実施例を示す（従来技
術）。
【図４】本発明による幾何学テンプレートに関連する多次元の図形オブジェクトのアプリ
ケーションの第１の実施例を示す。
【図５】本発明による幾何学テンプレートに関連する多次元の図形オブジェクトのアプリ
ケーションの第２の実施例を示す。
【図６】本発明による装置の実施例を概略的なやり方で示す。
【図７】本発明による画像分析システムの実施例を概略的なやり方で示す。
【図８】本発明によるイメージングシステムの実施例を概略的なやり方で示す。
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